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操作スイッチ
接続コード
（信号線）

操作スイッチ
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開ボタン

スイッチプレート
（シャッター本体に同梱）

22 結　線結　線

■電源・操作スイッチの接続■電源・操作スイッチの接続

　接続コード（電源線）
（シャッター本体に同梱）

電源AC100V

アース

白

黒

赤

36mm以
上

　　スイッチボックス
（別途市販品をご用意ください）
　　推奨品：松下電工DM8410 　操作スイッチ

（シャッター本体に同梱）

　操作スイッチ接続コード（信号線）
（シャッター本体に同梱）　

■接続コード（信号線）の接続詳細図■接続コード（信号線）の接続詳細図

接続コード（信号線）は標準で５ｍの長さですが、操作スイッチまでの長さが５ｍを超える場合、

以下の方法で延長してください。

■接続コード（信号線）の延長方法と注意■接続コード（信号線）の延長方法と注意

白 緑
黒 赤

標準接続コード

延長する接続コード

例：VCTFコード等
（別途市販品をご用意くだ
　さい）

●右図のように圧着端子などを用いて確実に

　つないでください。

　また、接続箇所にはジョイントボックス等

　を設けてください。

　延長する接続コードは線径φ0.6～0.8以上

　で、被覆の強いコードを使用ください。

（被覆の弱いコードは施工時に破損しやすい

　為使用しないでください）

■接続コード（信号線）と延長するコードのつなぎ方■接続コード（信号線）と延長するコードのつなぎ方

シャッターの動作が不安定になる為、接続コードの総長さを30ｍ以内30ｍ以内にしてください。お願い

シャッター本体への電源線

アース線
電源AC100V

スリーブ等で圧着接続

赤

白

黒

電源線の接続箇所はスイッチボックスの中に入れ込むかジョイントボックス等を設けてください。

※AC100V以外の電源を使用しないでください。

※タイマーコントローラーを取付ける際は、タイマー
  コントローラーを取付けるスイッチボックス内にAC
  100V電源線が必要です。

電源線の接続方法
圧着接続箇所は必ず絶縁テープ等で保護
してください。
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■操作スイッチ取付時の注意

UP

●開ボタン・閉ボタンの取付け方

溝部

爪部

嵌合部

突起部
スイッチ本体

閉ボタン

①開ボタン・閉ボタンの嵌合部にスイッチ
　本体の突起部を嵌合する。

②開ボタン・閉ボタンを回転させ、ハンド
　ルの爪部をスイッチ本体の溝部へ押し込む。

※▲・■・▼を確認の上、開・停・閉の
　各ボタンを正しい位置に取付けてくだ
　さい。

※操作スイッチをスイッチボックスに固定
　終了後行ってください。

①

①

②

②

●開ボタン・閉ボタンのはずし方

ボタンの操作側（右側面）に
指をかけてはずしてください。

閉ボタン

スイッチ本体

上

下

上

下

UP

上

UP

上

上部に上を示す
刻印がされてい
ます。
上下を確認して
ください。

・操作スイッチをスイッチボックスへ取付ける時は、
　　　　開ボタンと　　　閉ボタンを一旦外してから
　取付けてください。

（上下の向きがありますのでご注意ください。）

・取付けた後に　　　開ボタンと　　　閉ボタンを
　下図の取付け方の手順で操作スイッチに再度、取
　付けてください。

開ボタン

開ボタン
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操作方法及び設定方法操作方法及び設定方法

＜スチール電動タイプ＞

＜アルミ電動換気採光タイプ＞

①閉ボタンを長押しする
　と、動き出します

②上限付近で上・下動作を0～
　最大３回繰り返します

③その後下降を開始し、幅木が
　下枠に到達する前に停止します

④閉ボタンを押し
　続けて全閉します。

⑤停止ボタンを長押しし、
　音が鳴ったら設定終了です

1 上・下限の設定方法上・下限の設定方法

■上限の設定■上限の設定

■下限の設定■下限の設定

①　　　開ボタンを長押し（２秒以上）
　すると、シャッターが上昇を開始します。

②ストッパーが上枠に当たり、モーター

　に負荷がかかると、開閉機（モーター）
　部で「ピピッ」と音が鳴り、自動的に
　上限が設定されます。

【上限設定位置】【上限設定位置】

上枠にストッパーブロックを

当てて停止させることにより、

上限が設定されます。上・下

限設定後は上昇させると、右

図の位置となります。

●操作スイッチ ●操作スイッチ 

① ②

① ② ③

⑤

①④

①

※設定が上手く出来なかった場合や再設定を行う場合は、
　「設定のリセット方法」の手順で設定のリセットを行って
　からやり直してください。

※設定が上手く出来なかった場合や再設定を行う場合は、「設定のリセット方法」の手順で設定
　のリセットを行ってからやり直してください。

※幅木が下枠に接触すると
　自動で停止します。

【下限設定位置】【下限設定位置】

  

下枠 
幅木 

ストッパーブロック

閉ボタン長押し後、
シャッターの自動
設定開始

　上・下動作の繰り返し後、下降
（上・下動作は０～最大８回まで繰り返し）

下限位置で停止
設定終了

上枠

ストッパーブロック

幅木

0
～
1
0
m
m

①上限を設定した後、操作スイッチの　　　閉ボタンを長押し（２秒以上）

　すると下限設定動作が開始されます。

　これ以後は、自動設定となりますので手順動作を確認してください。

②下限設定動作が開始した後、シャッターは上限付近で上・下動作を行います。

　この動作はサイズによって０回～最大８回まで繰り返します。

③その後、シャッターが下降を開始し全閉状態で停止して、開閉機（モーター）

　部から「ピピッピーピーピー」という音が鳴り、下限設定を完了します。

①上限を設定した後、操作スイッチの　　　閉ボタンを長押し（２秒以上）すると

　下限設定動作が開始されます。

②下限設定動作が開始した後、シャッターは上限付近で上・下動作を行います。

　この動作はサイズによって０回～最大３回まで繰り返します。

③その後、シャッターが下降を開始して、幅木が下枠に到達する前に停止します。

　（スラット保護機能）

④シャッターが停止したら、　　閉ボタンを押続けて、シャッターを全閉させます。

　　　　閉ボタンを離すとシャッターは止まります。（アルミ電動は、最上部の換気

　採光スリットが閉じた状態が全閉です）

⑤シャッターが全閉した状態で、　　停止ボタンを長押し（２秒以上）すると開閉機

　（モーター）部から「ピピッピーピーピー」という音が鳴り、下限設定を完了します。

開ボタン

●操作スイッチ ●操作スイッチ 

閉ボタン

●操作スイッチ ●操作スイッチ 

閉ボタン

停止ボタン

■操作の前に■操作の前に

●開閉方向や、周囲の安全を確認した後、操作してください。

●スイッチを先の尖ったもので押さないでください。

●障害物検知装置が働いてシャッターが停止したときは、速やかに操作を中止してシャッター

を点検してください。
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停止ボタン

　　停止ボタンを押したまま、      開ボタンと      閉ボタンをゆっくりと交互に

３回ずつ押してください。(開→閉→開→閉→開→閉の順です）

リセット状態になると開閉機（モーター）部から「ピピッ」という音が鳴ります。

① ② ③

④

⑦

⑤ ⑥

停止ボタン

開ボタン

停止ボタン

閉ボタン

開１回目

閉１回目

押したまま 押したまま 押したまま

停止ボタン

開ボタン

停止ボタン

閉ボタン

停止ボタン

開ボタン

停止ボタン

閉ボタン

開２回目

閉２回目

開３回目

閉３回目

※音が鳴らない時はリセットされておりません。

　もう一度、やり直してください。

　リセット状態になると、開又は閉ボタンを長押し（２秒以上）

　しないとシャッターは動きません。

　周囲の音が大きくて開閉機（モーター）部からの音が確認し

　にくい場合は、開ボタンを押してシャッターがリセット状態

　になっているかを確認してください。

※リセット状態では、通常の動作が出来なくなります。

　リセット後は必ず、上・下限の初期設定を行ってください。

●シャッター本体の開閉機（モーター）部から「ピピッ」という
　音が鳴り、リセット状態になった事をお知らせします。

押したまま 押したまま 押したまま

押したまま

2 設定のリセット方法設定のリセット方法
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3 操作スイッチ操作スイッチ

 チッイス作操●

●

  てていいつつににきき動動ののーータタッッャャシシ時時閉閉開開●●

①障害物の有無を確認してから操作してください。

②操作スイッチによる動作を右表に示します。

※障害物を取除いた後、正常に開閉作動するか確認してください。

開ボタン

停止ボタン

閉ボタン

作動状況

開ける時

止める時

閉める時

半開動作

させる時

操作方法

操作スイッチ　　　開ボタンを押してください。

操作スイッチ　　　閉ボタンを押してください。

操作スイッチ　　　開ボタンと      閉ボタンを

同時に押してください。
※お好みの中間停止位置を予め設定してください。（下記参照）

障害物検知装置

が働いた時

シャッター下降中に幅木が障害物に接触し、負荷が

かかるとシャッターは10秒間反転上昇し、停止します。

開閉機（モーター）部から、「ピーピーピーピーピー」

と音が鳴ります。

本商品は、電動モーターの出力とシャッター質量と

が、巻取り軸に取付けのスプリング力でバランスを

取りながら開閉する構造となっております。特性上、

開閉途中で引っ掛かるような動きをする場合もあり

ますが、異常ではありません。（品質上問題ありま

せん。安心してお使いください。）

操作スイッチ　　　停止ボタンを押してください。

■操作スイッチの半開動作■操作スイッチの半開動作

●「半開動作」の設定方法●「半開動作」の設定方法

※手動操作へ切り替えた後、または配電ブレーカーをＯＮにした後は、シャッターを１往復させるまでは「半開動作」

　の設定及び操作はできませんが、故障ではありません。手動操作へ切り替えた後、または配電ブレーカーをＯＮに

　した後は初めに　　　開ボタンを押して上限で自動停止させ、次に　　　閉ボタンを押して下限停止位置まで電動

　動作させてください。その後は「半開動作」の設定及び操作が可能になります。

①お好みの中間停止位置でシャッターを

　一旦停止させます。

●「半開動作」の操作方法●「半開動作」の操作方法

「開ボタン」と「閉ボタン」を同時

に押すと、予め設定しておいたお好

みの中間停止位置に自動停止させる

ことができます。
※半開位置が未設定の場合は「ピピピピ」

　と音が鳴ります。

※半開動作はリモコンでは操作できません。

②停止している状態で　　　停止ボタン

　を押し続けてください。（約５秒間）

③シャッターボックスから「ピピッ」と

　いう音が聞こえたら設定終了です。

4 非常開放時の操作方法非常開放時の操作方法

●手動操作に切り替える●手動操作に切り替える

①ガイドレールについている非常開放レバーを押し下げます。

　※通電中に上記操作を行うとシャッターボックスから「ピーピー・・・」というブザー音が鳴ります。

②幅木の中央付近を持ってゆっくりと一定の速さで開閉操作してください。　　　　　　　（60秒連動）

③もう一度非常開放レバーを押し下げると、モーターロックがかかります。

　※通電状態であれば、操作スイッチの　　　開ボタンを押しても自動復帰します。

●通電後の操作方法●通電後の操作方法

①操作スイッチの　　　開ボタンを押して上限で自動停止させてください。

②操作スイッチの　　　閉ボタンを押して下限停止位置まで問題なく電動動作することを確認してください。

③その後は操作スイッチで通常動作可能です。

非常開放レバー

●手動操作への切り替えは「停電時または非常時」以外は行わないでください。

　故障の原因になります。

●手動操作への切り替えた際にシャッターが巻き上がり、幅木が非常開放レバー

　より上の位置まで上昇してくる場合があります。ご注意ください。

 注意

電動シャッターは以下の手順で手動操作できます。（全開口サッシ用・装飾窓用は操作できません）電動シャッターは以下の手順で手動操作できます。（全開口サッシ用・装飾窓用は操作できません）                



7

1 シャッター用タイマーユニット　部品一覧表シャッター用タイマーユニット　部品一覧表

2 結　線結　線 3 取　付取　付

名 称 記 号 

EW-1205 

WTC7102W（市販品）

タイマーコントローラー

スイッチプレート（2連用）

取付説明書・取扱説明書…………各1枚 

セット名称 

タイマーユニット

タイマーコントローラーの取付時に、別途現地手配で深型２個用スイッチ
ボックス（松下電工ＤＭ８４２０相当）が必要です。

ＡＢＯＸＴＣＰ

３ａ接点用接続コード EW-1190 

※シャッター１台（壁スイッチ１個）にタイマーコントロー

　ラー１個の接続です。１つのタイマーコントローラーで複

　数のシャッター動作は出来ません。

※操作スイッチの種別を確認した上で、付属の３ａ接点用接

　続コードを使用し操作スイッチと下図の要領で接続してく

　ださい。

※このタイマーコントローラーにはＨＡアダプタの機能はあり

　ません。

※スイッチプレートは「松下電工社製」ｺｽﾓｼﾘｰｽﾞ/ﾜｲﾄﾞ21

　(２連用)を使用します。

●結線方法は、下図の接続位置に付属の接続コードで操作
　スイッチとタイマーコントローラーを結線した後に、
　タイマーコントローラーへＡＣ100Ｖ電源線を接続して
　ください。
　接続方法は３ａ接点用接続コードを使用し、正しい接続
　方法で結線してください。

３ａ接点用接続タイプは、シャッター本体が
ＨＡに対応していない為、他のＨＡ機器接続
が出来ません。(ＨＡ端子は使用出来ません)

３ａ接点用接続コード

３ａ接点用接続コードによる接続

シャッター本体信号線

操作スイッチへシャッター本体信号線
と３ａ接点用接続コードを、コードの
色別に２本重複させて結線します。

ＶＶＦφ1.6電源線
（別途現地手配）

5Pｺﾈｸﾀ

赤

黒

白

AC
10
0V

電
源
線
ス
ト
リ
ッ
プ
長
さ

9m
m

緑

赤

黒

白

緑

（
赤
）

（
黒
）

（
白
） （

緑
）

共
通10

0V
接
続
厳
禁

閉
開

停

操作スイッチ

裏面から見た図です

タイマーコントローラー

※リモコンを追加する場合は、リモコン送信機「ＡＢＯＸＴＣＴ」を別途手配ください。

●タイマーコントローラーの取付け時は、下図の
　様にマイナスドライバーでツメ部を起こして表
　示カバーを外してからスイッチボックスへ固定
　してください。
　シャッター側操作スイッチとタイマーコントロー
　ラー取付け後に、スイッチプレートを取付けて
　ください。

※表示カバーを外す際に、無理に引っ張るとツメ部が
　折れる場合がありますのでご注意ください。

裏面

ツメ部

表示カバー

表示カバー

タイマーコントローラー

タイマーコントローラー

ﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

 

 

お願い

下記事項を守らないとシャッターの作動不良の原因になります。

●タイマーコントローラーと操作スイッチを接続してから、電源ケーブルにAC100Vを入れてください。

順番を間違えるとタイマーコントローラー・操作スイッチ等が破損するおそれがあります。 

●タイマーコントローラーの「動作確認」は、シャッターの上・下限の設定が終了してから行って

　ください。 

●コネクタを無理に押し込んだり、引っ張ったりしないでください。 

●タイマーユニットのみでシャッターの操作は出来ません。必ず操作スイッチと併用してください。

●タイマーユニットは室内使用専用ですが、浴室などの水蒸気、湯気などが入り込むような場所での使用は

　できません。

タイマーユニット（別売品）についてタイマーユニット（別売品）について
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